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Living Conditions and Fertility Intentions in Pregnancy-Preceding Marriages 
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NAGATA Natsuki 
子どもができた事をきっかけに結婚を決める妊娠先行型結婚は 「できちやった結婚」 と も呼ばれ、 青年層を中心に近年
広がっている結婚のスタイルのひとつである。 本稿は一般に言われる 「できちやった結婚は不幸である」 とする言及は偏
見に基づいたレ ッテルなのか否かについてデータを用いながら考察をおこなう こと を目的と し、 生活状況と出生意欲を中
心に計量的な考察をおこなう ことにある。 そのための手続きと して、 戦後の社会変化と妊娠先行型結婚の芸能報道を参照
しながら妊娠先行型結婚を 「不幸」 なものと位置付け得る4 つの要素について検討をおこなった。 妊娠先行型結婚を 「不
幸」 とし得る観点と して①< 愛情 ・ 性> への挑戦、 ②功利性への挑戦、 ③< 生殖 ・ 子育て> への挑戦、 ④家族の安定性へ
の挑戦がある。 これらを①交際期間、 ②生活資源(収入、 就業状況、 両親からの経済的、対人的援助)、 ③結婚継続年数、
④出生意欲、 生活満足度という4 つの論点、8 項目に読みかえ、 比較検討をおこなった。 妊娠先行型結婚は家族の 「ある
べき姿」 をむしろ積極的に選択している姿に近く、 社会的尊敬や立身出世といった 「希望」 を見つけることができない現
在の若者が 「幸福」 に暮らすための人生の選択と しての側面がみえると位置付けられることがわかった。 
キーワード: 日本の若者、 家族、 結婚、 妊娠
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I 妊娠先行型結婚の定義と社会的位置づけの変遷
1 結婚のスタイルと しての 「できちやった結婚」
子どもができた事をきっかけに結婚を決める妊娠先行
型結婚は 「できちやった結婚」 とも呼ばれ、 青年層を中
心に近年広がっている結婚のスタイルのひとつである
(注)。 妊娠先行型結婚による出産は日本の合計特殊出生





た結婚」 の他に、 「授かり婚」 「おめでた婚」 「ママ ・ マ
リ ッジ」 「ピーナッツ婚」 などさまざまな表現のバリエー
ショ ンみられる。 「できちやった」 という言葉がネガティ
ブであるとの印象から発生するこう した言い換えは、 妊




人生の軌道、 つまり恋愛 ・ 性行動 ・ 妊娠 ・ 子育てという
流れに対して、 私たちが持つ期待について考察すること
につながるといえよう。
恋愛 ・ 性行動 ・ 妊娠 ・ 子育てをパッケージ化する仕組
みと して、 本稿では恋愛結婚と家族のありかたについて
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1980年代から90年代半ばに生じた恋愛と性行動の変化、
そして1990年代半ば以降に生じた生活基盤の変化である。 
(1 ) 1960年代後半~ 1970年代まで 幸福になるための恋
愛結婚一< 恋愛・ 性・ 生殖・ 子育て>
戦後の日本が経験した結婚の背景にかんする大きな転





























川学は、 性的な場面において愛やコ ミ ュニケーシ ョ ンを
重要視する視点を 「親密性のパラダイム」 と呼んでいる。 




際に多用されたのが、 「親密性のパラ ダイ ム」 を背景に
する 「愛し合っているならば婚前交渉もいいのではない














がそれは結婚を前提と したものであり、 性行動 ・ 結婚 ・ 
出産 ・ 子育てという一連のできごとがセッ ト とみなされ






(2) 1980年代~ 1990年代前半 : 恋愛と結婚の分離一 < 恋






57.3% となった。 婚前交渉に対するタブーが薄く なった
のはもちろん、 結婚に結びつかない恋愛に対する許容を
反映しているものといえる。 女子大学生にも同様の変化
が生じており、1981 年には18.5 % だった性交経験割合は
1993年には43.4% となり、 男性にはやや落ちるものの女






















んだ恋愛の一般化と婚外妊娠の忌避を< 恋愛 ・ 性> と く 




日刊ゲンダイ も報じているよう に、 薬丸らの結婚報道
において特徴的なのは、 当時のト ップアイ ドル同士の結
婚であるにもかかわらず妊娠の事実を記者会見でオープ
ンにしたことである。 薬丸が自ら石川の妊娠を 「おめで
たいこと」 と して言及し、 石川も 「天からの授かり もの」
と説明したという。 薬丸はその後 「家庭的である」 こと
をイ メ ージ戦略に取り込み、 「理想的な夫」 と して主婦











的には愛情に満ちた、 浮気をしない、 離婚もない、 安定






















者が結婚を先延ばしにするよう になり、 バラサイ ト シン
グルと呼ばれる親同居未婚者が話題になったのも90年代
半だ。 経済状況が悪化する中、< 生殖 ・ 子育て> へ踏み




とは、< 愛情 ・ 性> およびく生殖 ・ 子育て> の場と して
家族が期待しにく く なった状況を示す。 セツクスレスや
婚外恋愛といった既婚者のセクシュアリ テイに関する問
題が社会的認知を獲得し (永田 2001 ) 、1970年には約9.6 
万件であった離婚件数が2002年には約29万件と3 倍以上
に伸びるなど (厚生労働省, 2009) 、1990年代後半から
2000年代にかけて安定的な家族の自明性を改めて問い直
すべき状況が生起してきた。 つまり く愛情 ・ 性> と く生
殖 ・ 子育て> がそれぞれ解体し、 恋愛にはじまり子育て
に終わる一連のできごとがバラバラに経験され得るよう
になったのである。 これを< 恋愛> < 性> < 生殖> < 子
育て> と表記しておこう。
妊娠先行型結婚を通じて家族の不安定さと正面から向
き合った典型と して、 歌手の安室奈美恵と ダンサーの
SAM による1997年の妊娠先行型結婚を挙げておきたい。 
記者会見で 「赤ちやんがきっかけになって」 安室の方か
ら 「逆プロポーズをした」 と安室が語ったという ( 日刊













た (『週刊文春』2000年12月 7 日号) 工藤静香と木村拓
哉という アイ ドルタレントによる2000年の妊娠先行型結





(1 ) < 生殖・ 子育て> と安定的な家族
性行動と恋愛の変化を受けてく愛情 ・ 性 ・ 生殖 ・ 子育
て> のセットがく愛情 ・ 性> と く生殖 ・ 子育て> に分離
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した反面、 家族の不安定化が進行するなかで全てがバラ
バラになりはじめている社会状況を見てきた。 小泉義之
は、 現代の社会では性 ・ 生殖 ・ 次世代育成は密接に結合
するとみなされており、 それを順番通りに実行していく
ことが女性に期待され続けている(小泉 2009) と して
いる。 小泉の議論を踏まえるならば、 妊娠先行型結婚を




会にく恋愛> < 性> < 生殖> < 子育て> のパートナーを
都度選択し直すことで適応をはかる戦略とも位置付けら
れる。 しかし現在の社会ではこのよう なライ フ コースは
ネガティ ブな評価に素がっている。 その背景と して、< 











よる階層上昇 (ハイパーガミ )ー に恋愛が結びついてい


























0)。 臨广木の現場で妊娠先行型結婚の 「不幸」 な例が多く
見られたと しても、 それは 「若さ」 に起因しているのか、
学業や就労の機会が奪われているためなのか、 収入の低
さが原因なのか、 それとも結婚の 「きっかけ」 そのもの
にあるのかを明確に区分した議論は未だ充分ではない。 
(2) 妊娠先行型結婚の 「不幸」 とはなにか
以上のことから、 本稿では妊娠先行型結婚について考
察する際の 「不幸」 と して以下の要素を確認しておきた
い 0
①< 恋愛 ・ 性> への挑戦 : 愛情を伴わない性行動は 「不






③< 生殖 ・ 子育て> への挑戦 : 安定的な子育てに結びつ
かない生殖は 「不幸」 なものであり、 離婚は回避する
べきとする要素。
④家族の安定性への挑戦 : 愛情を持たない家族関係、 浮
気や育児放棄、 今後の計画的な出産などを期待できな















うに収集されている。 本論文では、 結婚のきっかけと し
て 「お互いの結婚したい時期が一致した」 「相手に強く
アプローチされた」 「子どもができた」 「そろそろ子ども
が欲しかった」 「経済的余裕ができた」 「自分の転動 ・ 転
居」 「相手の転勤 ・ 転居」 「職場や所属するグループで既
婚者が増えた」 「幸せそう な夫婦に影響を受けた」 「親し











既婚者が増えた」 と 「幸せそう な夫婦に影響を受けた」
と 「親しい友人に結婚を勧められた」 にはそれぞれ相関
















の論点は前項で検討した①< 愛情 ・ 





あり、 そのよう な恋愛や結婚は 「不幸」 だとする視点つ
いて検討しよう。 中学生から大学生までの青少年の性行
動に限定してみていく と、 「好きだから」 「愛しているか












2010年では男女差が小さ く なり、 男性で4.3年、 女性で




お り 、 結婚年齢が25歳未満の早婚者と35歳以上の晩婚者
では前者が平均で3.2年、 後者は4.4年と、 結婚のきっか
けにかかわらず、 1 年以上の開きがあることがわかって




































の事情があるのだろう か。 この点を確認するために、 結
婚年齢が25歳未満の早婚者のみを取り上げて交際期間を






































1-2 にみられるよう に、 妊娠先行型結婚の男性における
収入は100-400万円台が最も多く62.7% となっている。 
しかし通常結婚の場合は100-400万円台と500-800万円台
は拮抗しており、4 ポイ ント程度の違いしか見られない。 
図1 - 2 : 結婚のタイ プ別に見た男性の収入
このよう な違いがあるにもかかわらず、 妊娠先行型結
婚の男性の生活全体に対する満足度は 「非常に満足」 と
「満足」 を合わせて74.0% と総じて高い。 通常結婚の83.1 




















傾向は 「子供の世話」 にもあらわれている。 「自分の親
においては低収入で30.5 % 、 中収入で23.5 % 、 配偶者の
親においては低収入で38.4 % 、 中収入で33.1 % が
もたく さん面倒をみてく れている」 または 「かな
をみてく れている」 と回答しており、





























































は大きな違いはな く 、 図1-3にみられるよう に男性にお
いて通常結婚と妊娠先行型結婚はほぼ同じ状況である。 
女性の場合は継続年数 5年未満の妊娠先行型結婚は通常
結婚に比べて6 ポイ ント程度多いが、 年齢の若い結婚は
継続年数も短く なる影響が出たものと見なすことができ
る。 
図1 - 3 : 結婚継続年数
前項では1970年には約9.6 万件であった離婚件数が
2002年には約29万件と3 倍以上に伸びている点を確認し
た (厚生労働省 2009)。 その内訳を見てみると、 離婚件
数の変化の背景には10年以上の同居期間を経た離婚の増
加があることがわかる。 なかでも同居期間が20年以上で









婚には 「離婚が多い」 という印象がついてまわるかも し
れない。
今回調査では離別死別の経験があるシングルは対象に















30歳未満の場合は 4 割以上が 「収入が不安定なこと」 を
挙げているのに対し、 妻が35歳以上の夫婦では65.3% が
「年齢や健康上の理由で子どもができないこと」 と して












20代前半 1 _31 l l 2 _94 2_ 73 l l _ 42 l 
1 _32 l 3_56 l 3.1 11.7 l 
20代後半 1.35 l 3.15 l 2.89 11.54 l 
1. / 9 l l 3.26 11.4 / l 
30代前半 1.63 l l 3.24 2.83 11.2 l 
2_09 l 3_56 l 3_33 11.24 l 
30代後半 1 85 l l 3 09 2 61 10 76 l 






がわかる。 現在の子ども数、 理想の子ども数、 現実の子
ども数の全ておいて、 全ての年齢階級で妊娠先行型結婚
は通常結婚よりも平均値が高い。 妊娠先行型結婚をする













いて、年収が400万円台以下の 「低収入」 の男性では68.3 
%、500-800万円台の「中収入」 の男性では64.5%、900 
万円台以上の 「高収入」 の男性では53.1% と年収が低い
ほど負担を感じている者が多い。 年収は子供への進学意
欲とも関連しており、 大学まで進学させたいと した者は















27.0% と最も多く、 短大専修学校等卒の場合には、 短大












に対して 「非常に満足」 または 「満足」 を選択したもの
の比較をおこなった。 妊娠先行型結婚においては生活に













あった。 そのための作業と して、 まず妊娠先行型結婚を
「不幸」 なものと位置付け得る4 つの要素について、 戦
後の社会変化と妊娠先行型結婚の芸能報道を参照しなが
ら検討をおこなった。 議論を振り返ると、 戦後の日本に
おける結婚や家族観はく恋愛 ・ 性 ・ 生殖 ・ 子育て> とい
う恋愛関係に関する諸要素が徐々にバラバラになってい
く過程と して位置付けることができる。 < 恋愛 ・ 性 ・ 生
殖 ・ 子育て> という セットはく恋愛 ・ 性> と く 生殖 ・ 子
育て> のふたつに分かれながら も維持 されてきたが、
2000年以降は不安定さが増し、 全てがく 恋愛> < 性> < 
生殖> < 子育て> という形でバラバラになるという可能
性も見えてきている。 しかし、 結婚行動は生活水準の維
持という功利性によって動機づけられていることから考
えると、< 生殖 ・ 子育て> という要素はなるべく環境を
変えずに遂行されるこ とが望ましいと今日でもみなされ
ているといえる。
こう したことから、 ①< 恋愛 ・ 性> への挑戦 : 妊娠を
ともなう よう な性行動が愛情に起因していない可能性を
持つため、 妊娠先行型結婚は 「不幸」 である。 ②功利性
への挑戦 : 生活水準を維持できない可能背を持つため、
妊娠先行型結婚は 「不幸」 である。 ③< 生殖 ・ 子育て> 
への挑戦 : 安定的な子育て環境を確保できない可能性を
持つため、 妊娠先行型結婚は 「不幸」 である。 ④家族の
安定性への挑戦 : 今後の家族の安定的維持が期待できな
い能性を持つため、 妊娠先行型結婚は 「不幸」 である。 
とする4 つの観点を導き、 妊娠先行型結婚の現状につい
ての統計的な状況把握をおこなった。
まず、< 恋愛 ・ 性> への挑戦から検討をおこなう。 分
析の結果見えてきたのは、 十分に相手を知らないまま妊
娠 ・ 出産を選択した可能性を持つ妊娠先行型結婚はわず





間の短さといった特徴を持つ。 これらのライ フ コースは
大卒後に一般企業に務めるライ フコースに比べると社会







































性> < 愛> < 生殖> < 子育て> のパートナーをその都度
変更する新しいタイ プのライ フコースという より も、 む







う。 親との関係を維持しながら、 低収入ながらも若く し





日本、 フラ ンス、 韓国、 スウェ ーデンの若者における
結婚や出産を比較した松田茂樹によれば、 各国の結婚制









代家族を形成できている背景には、 早いタイ ミ ングで仕
事を得ているこ と と、 収入の少なさ を補う バックアップ
を得ていることがある。 こう した状況に恵まれない都市




周 り となるのである。 
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